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１ これまでの検討で明らかになったこと 

小売業における発注精度向上による食品ロス削減の可能性 

 

メーカー・小売業の情報共有推進による食品ロス削減の可能性 

– 確定発注情報の早期共有化  

– 販売計画情報の共有強化 など 

 

受注生産ではなく、見込生産と短リードタイム納品を行っていることに起因
する、メーカー段階での食品ロス発生 
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２ 今後の日配品のフードチェーンが目指すべき方向性 （仮説） 
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これまでの検討をふまえ、食品ロス削減のためには、「小売業での発注精度を高め、
メーカーとの情報共有を早期化し、メーカーはなるべく確定情報に基づいた受注生産
を行う」 ことが望ましいと考える。 

– フードチェーン全体で消費者の需要を的確に把握・活用することによる、生産、
流通の最適化、過剰在庫・食品ロス、および売れ筋の品切れ・機会ロスの防止 

– 物流現場の逼迫した状況や、物流コスト増加といった問題に対応した、人手や
物流資源を余計に費やさないスマートなフードチェーンの実現 

 

 小売業 メーカー 
高精度な確定発注数量の早期共有 

実需に合致した適切な商品供給 
消
費
者 

発注精度の向上 
確定情報に基づく
受注生産 

・店頭での食品ロス削減（値
引き・廃棄率の良化） 
・機会損失の削減 
・業務効率化 

・予測誤差に起因する工場
での食品ロス削減 
・計画的な製造に伴う、人
件費・物流費の削減 

フードチェーン全体での食品ロス削減 
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３ 今後の検討事項 （案） 

4 

小売業での発注精度を高め、メーカーとの情報共有を早期化し、メーカー
はなるべく確定情報に基づいた受注生産を行うことで、フードチェーンの日
配品（パン）の食品ロスを削減するという仮説の検証 
 

– １月（第３回）の検討会では以下の検討を行いたい 

（１） リードタイムが長くなることでのメーカー段階での食品ロス 
   （あわせて人件費・物流費ロス）削減効果の精査・検証 

– 12月14日（応相談）までに、メーカー各社におかれては、上記
の詳細説明資料を事務局にご提出をお願いしたい。 

– 12月14日（応相談）までに、有識者委員におかれては、可能
であれば、パンの事例で予測精度を向上させるイノベーション
の結果、リードタイムを緩和してもパンのロス率（値引・廃棄）
の良化や機会損失の削減、店頭の業務効率化の可能性を示
す資料を事務局にご提出をお願いしたい。 

（２） ８月（第１回）および11月（第２回）の検討会の検討結果や 
   （１）で提出頂く資料をふまえて、今後の方向性を示す 
    「今年度のとりまとめ」 （案）を１月（第３回）に提示し、 
   御意見を伺いたい。 


